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問 1 説明と計算式： 
水平方向のつり合い 𝑘𝑘𝑘𝑘0 sin𝜃𝜃+(- 𝑚𝑚𝑚𝑚) =0 
鉛直方向のつり合い 𝑘𝑘𝑘𝑘0 cosθ+(- 𝑚𝑚𝑔𝑔)=0 

したがって，tan𝜃𝜃 = 𝑎𝑎
𝑔𝑔
 

問 2 説明と計算式： 
𝑘𝑘𝑘𝑘0は𝑚𝑚𝑚𝑚と𝑚𝑚𝑔𝑔の合力とつり合う。 

𝑘𝑘𝑘𝑘0 = �(𝑚𝑚𝑚𝑚)2 + (𝑚𝑚𝑔𝑔)2 

 𝑘𝑘0 = 𝑚𝑚�𝑎𝑎2+𝑔𝑔2

𝑘𝑘
〔 m 〕

問 3 説明と計算式： 
おもりに作用する力 F 〔 N 〕は， 

F =- 𝑘𝑘(𝑘𝑘1 + 𝑘𝑘0 )＋ �(𝑚𝑚𝑚𝑚)2 + (𝑚𝑚𝑔𝑔)2 
F  = – 𝑘𝑘𝑘𝑘1    〔 N 〕

問 4 説明と計算式： 
おもりの加速度を𝑚𝑚′としたとき，問 3 よりばね振り子の運動方程式は𝑚𝑚𝑚𝑚′ =–  𝑘𝑘𝑘𝑘2と
なる。
単振動の角振動数 ωは, 𝑚𝑚′ =–ω2 𝑘𝑘2より,

ω=�𝑘𝑘
𝑚𝑚
となり,周期 Tは𝑚𝑚′と𝑘𝑘2 に依らず, おもりの質量𝑚𝑚とばね定数𝑘𝑘によって決ま

る。 
𝑇𝑇 = 2𝜋𝜋

𝜔𝜔
より,

T  = 2𝜋𝜋�𝑚𝑚
𝑘𝑘

 〔 s 〕

問 5 説明と計算式： 
問 3よりばね振り子は単振動し，この時のおもりにかかる見かけの重力は 
𝑚𝑚�𝑚𝑚2 + 𝑔𝑔2 となる。 
ばねの弾性エネルギーと運動エネルギーの関係より， 

1
2
𝑚𝑚𝑣𝑣2 = 1

2
𝑘𝑘 𝑘𝑘2²

 𝑣𝑣 =  𝑘𝑘2�
𝑘𝑘
𝑚𝑚

 〔m/ s 〕

※または ,振幅𝑘𝑘 2 のとき速さの最大値は𝑘𝑘 2ω（ω=�𝑘𝑘
𝑚𝑚

 は角振動数）で与えら

れ, 𝑣𝑣= 𝑘𝑘2�
𝑘𝑘
𝑚𝑚

 〔m/ s 〕
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ア 電磁波 イ エックス （X） ウ 紫外 

エ 赤外 オ 3.9 カ 14 

キ 白色光 ク 光子（光量子） ケ 光量子説（光量子仮説） 

コ 2.5 

sinθ2 = 0.0500 𝑑𝑑2 = 𝜆𝜆2
𝜆𝜆1
𝑑𝑑1 （d2 = 40λ2）〔μm〕 

説明と計算 
L2を大きくした後に P1，つまり，L1

のときの 1 次と同じ位置に観測され

るのは λ1 = 500nm よりも波長の短い

光（散乱角が小さくなる光），つま

り， λ4 = 400 nm の光の 1 次のみで

ある。 
d1sin𝜃𝜃1′′ = λ4 

sin𝜃𝜃1′′ =
𝜆𝜆4
𝑑𝑑1

=
400 × 10−9

20.0 × 10−6

= 2.00 × 10−2 

波長 λ1 = 500 nm の単色光の光源と格子定数 du の回折格子を用いた実験で光

が干渉して強め合うことによって生じるスクリーン上の明るい光が観測され

る位置を調べ，そのときの散乱角 θを得る。dusinθ = λ1より，回折格子の格子

定数 duを求める。次に光源を未知の波長 λuのものに入れ替え，光が干渉して

強め合うことによって生じるスクリーン上の明るい光が観測される位置を調

べ，そのときの散乱角 θʹʹʹを得る。dusinθʹʹʹ = λuより，未知の光の波長 λuを求め

る。 

説明と計算 

OP1
𝐿𝐿1

＝tan𝜃𝜃1 = sin𝜃𝜃1 

=
𝜆𝜆1
𝑑𝑑1

=
500 × 10−9

20.0 × 10−6
= 2.50 × 10−2 

OP1
𝐿𝐿2

＝tan𝜃𝜃1′′ = sin𝜃𝜃1′′ 

= 2.00 × 10−2 
𝐿𝐿2
𝐿𝐿1

= 1.25 








